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数学的な見方・考え方を働かせて問題発見・解決する生徒が育つ授業の展開 

 

実践者 宇都宮憲二，冨永 剛志，山本 泰久 

愛媛大学研究パートナー 河村 泰之，觀音 幸雄，吉村 直道 

第１章 はじめに 

 数学は，問題を発見して解決し，それらを振り返りながら，更に考え続けることで発展してい

く学びである。こうした学びによって得られた知識そのものにも価値があるが，知識を獲得する

までのプロセスも重要である。この数学的な問題発見・解決のプロセスを生徒が目的意識を持っ

て遂行できるようになることは，新たな問題解決の有効な手掛かりとなり，新たな問題の発見に

つながるとともに，新たな知識の獲得を促す源となる。本校数学科では，数学的な見方・考え方

を働かせた数学的活動を通して，生徒が問題発見・解決するプロセスを自立的，協働的に遂行す

る生徒が育つ授業の在り方を検討することを研究テーマとし，実践研究を積み重ねてきた。この

テーマを実現することが，生徒の数学的に考える資質・能力を育成するとともに，本校研究主題

の具現化につながると考える。  

 研究最終年次である本年次は，これまでの研究成果に立脚しながら，数学科３名がそれぞれの

視点で研究テーマを設定し，数学的な見方・考え方を働かせて問題発見・解決する生徒が育つ授

業を構想し実践した。それぞれの取組の概要を以下に述べる。 

 

その１「既習の知識や技能を活用し，課題解決ができる生徒の育成」 宇都宮 憲二 

  本研究では，身に付けた知識や技能を関連付けたり，発揮させたりしながら，日常や身の回り

の事象を数学的に解釈して，問題解決のできる生徒を目指す。第１学年「方程式」において，ソ

ーシャルディスタンスを意識した座席間隔を，方程式を用いて解決する授業を実践した。授業後

には，さらに複雑に条件を変えたパフォーマンス課題を実施した。既習の知識や技能，経験を生

かし，さらによりよい方法を見いだし，問題解決に活用していく生徒の育成を目指した。 

その２「既有の知識や経験，数学的な見方・考え方をつなぐ学習展開の工夫」 冨永 剛志 

 本研究では，多様な観点から事象を捉えて問題の本質を見抜き，数学的な見方・考え方をより

よく働かせて問題発見・解決する生徒の姿を目指した。第３学年「関数 𝑦 = 𝑎𝑥2」において，事

象を既習の数学と「みなす」活動に視点を当て，題材，他者，自分自身を既有の知識や経験，数

学的な見方・考え方でつなぐ学習展開の工夫を行った。また，パフォーマンス課題を設定し，既

有の知識や経験，数学的な見方・考え方をもとに，問題をよりよく解決していく学びに迫った。 

その３「生徒が主体的に『数学する』学びを実現する指導の工夫」 山本 泰久 

 本研究では，生徒が数学的に問題発見・解決するプロセスを主体的に遂行し，それらを振り返

って評価・改善しながら新たな価値を創造していく姿を，「数学する」と捉えた。第３学年「関

数 𝑦 = 𝑎𝑥2」において，振り子の長さと周期の関係を関数 𝑦 = 𝑎𝑥2 とみなし，それらの関係を

基に問題解決する方法を検討する授業を実践した。情報活用能力を駆使することによりアップデ

ートされた「きょうどう」の精神を発揮する学び合いを通して，生徒が「数学する」学びの実現

に迫った。 

数学科 
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研究（その１）

既習の知識や技能を活用し，課題解決ができる生徒の育成

－活用する力を見取るパフォーマンス課題を通して－
（実践者）宇都宮憲二

１ 研究テーマ設定の理由

今年度より中学校で全面実施される学習指導要領は，生徒たちが学んだ知識や技能をどのよう

に活用して，いかに発揮していくかが大きなポイントとなっている。生徒たちは，身に付けた知

識（概念）を活用したり，身に付けた思考力を発揮させたりしながら，知識を相互に関連付けて

より深く理解したり，情報を精査して考えを形成しながら思いや考えを基に創造したりすること

に向わなければならない。しかし，本校の生徒の実態を考えると，基礎的な知識・技能はある程

度高い水準で身に付けられているが，日常や身の回りの事象を数学的に解釈して，学んだ知識や

技能を関連付け，思考したり表現したりすることは十分でない状況だと言える。そこで，「既習

事項をどのように適用すればよいか構想を立て実践する力」「解決した結果を振り返り，更に発

展させて課題解決する力」「日常や身の回りの事象を数学と関連付けて考える力」「課題解決に

向けて思考する過程で，自分の考えを記述したり説明したりする力」などの力を身に付けさせる

必要があると考えた。これは，予測困難な将来を見通し，よりよい社会を創るために必要な力で

あり，こうした学びを通じて，持続可能な社会に貢献する実践者としての資質・能力が徐々に高

まっていくと考える。また，「数学的な見方・考え方」を働かせながら，新しい概念を形成した

り，よりよい方法を見いだしたりするなど，新たな知識・技能を身に付けて，それらを統合する

ことで，生徒の思考・態度が変容し，「深い学び」へと発展していく。以上の理由から本研究テ

ーマを設定した。

２ 研究の内容及び方法

(1) 活用問題に向けて必要となる知識・技能のまとめ

「利用」の学習に入る前に，これまで身に付けた知識・技能や大切だと判断する問題(解き方)

をまとめさせたり，整理させたりした。「数学と日常を関連付けたり，数学で考えたことを日常

に戻したりする場面」「数学的な根拠を基に筋道立てて考えを説明する場面」「その他の場面」

の三つの場面に分けてまとめさせるよう，教師はフォーマットを作成した。そして，完成したフ

ォーマットを活用させながら利用の学習を進めさせていった。

(2) 活用する力を高めるパフォーマンス課題の実施

全学年の全単元末，総括的評価として，活用する力を見取るパフォーマンス課題を位置付け，

レポートを作成させた。課題の開発については，日常生活や社会の事象を取り入れ，これまでに

習得した知識や技能を生かし，統合的・発展的に考えられるよう工夫した。評価については，生

きて働く「知識及び技能」，未知の状況にも対応できる「思考力，判断力，表現力」，学びを人

生や社会に生かそうとする「学びに向かう力，人間性」の三つの資質・能力を的確に見取るため，

次の工夫を行った。

知識・技能 課題解決するために使った知識や技能，方法知などをかかせた。

思考・判断・表現 レポートの記述だけでなく，その説明をスピーチさせた。

主体的に学習に取り組む態度 自己調整の過程を【見通し】【調整】【振り返り】の三つ分類し

て自己評価させた。
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３ 研究の実際（単元名：１年生方程式）

(1) 活用問題に向けて必要となる知識・技能のまとめ

単元末の活用問題に入る前に，これまで学習した知識や技能などの既習事項をまとめさせるた

め，以下に示す「活用・パフォーマンス課題に向けて大切な知識・技能」（以下，「活用に向け

たフォーマット」と表記する）をロイロノートを使って生徒に作成させた。あらかじめ，教師が

単元の各授業の板書の写真を貼ったフォーマットを作成し，生徒はそのフォーマットに板書写真

の必要な部分を自由に切り取り，カードにして関連付けたり，必要事項などを書き加えたりしな

がら，次の①～③の三つの場面でまとめさせた。（図１）

①「数学と日常を関連付けたり，数学で考えたことを日常に戻したりする場面」

②「数学的な根拠を基に筋道を立てて考えを説明する場面」

③「その他の場面」

活用の授業の始めには，２分程度の時間をとり，このフォーマットを確認する時間を設けるよ

うにして，生徒に意識付けを行った。

図１ 生徒が作成した「活用に向けたフォーマット」

(2) 授業の実際

本授業は，合唱コンクールの実行委員が運営を行うときに考えなければならない現実場面であ

る。コロナ禍において，三密を防ぐために，学校生活のいろいろな場面でもソーシャルディスタ

ンスが求められている。活用問題を苦手にしている生徒は，学習の成果や自身が身に付けた力を

的確に捉えることができにくい。そのため，生徒が既習事項を活用して問題解決できるように，

生徒に問題や式などの背景にある関係や構造を十分に理解させ，その関係や構造を基に何ができ

るか，他の見方や考え方はないかを授業の中に取り入れ，考えさせることにした。

ア 主題

ソーシャルディスタンスを意識した座席配置にするには

イ ねらい

事象の中の数量の関係に着目し，方程式を利用して課題解決ができたり，解を吟味できたりす

ることで，方程式を用いて解決することのよさを知り，今後の課題解決に生かそうとする。
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ウ 展開

学習活動(形態） 時間 ○教師の働きかけ ・生徒の反応
○指導の工夫

◎評価規準(評価方法)

１ 既習事項の ２ ○方程式の単元で学習した「活用に向けて大 ○これまでの既習事項で大

確認をした。 切な知識・技能」を振り返ろう。 切な知識や技能を事前に

(個人) まとめさせた。

２ 問題をつか ２ 合唱コンクール実行委員会で

んだ。（全体） は，合唱コンクールに向けて，

体育館にいす(横幅50㎝)を並べ

ることにしソーシャルディスタ

ンスを意識し，図のように，い

すどうしの横の間隔をすべて同

じにして並べるとき，その間隔

はどれくらいにすればよいか。

３ 解決の見通 ６ ○解決の見通しを立てよう。 ○数量や図形の性質を見

しを立てた。 ・全体の横幅から通路やいすの横幅をひいて い だし，効率的に解決

（個人） 考えればよい。 させ るため，ＩＣＴを

↓ ・いすどうしの横の間隔をχｍとして方程式 活用し， 図形を操作さ

（ペア） をつくればよい。 せた。

４ 課題を解決 ８ (解)いすどうしの横の間隔をχｍとする。

した。（個人） ６χ＋２＋2.5＋4.5＋0.5×８＝25 ◎方程式を立式して解決で

↓ ６χ＋13＝25 きたか。(知：ロイロ)

（全体） ６χ＝12 χ＝２とすると，これは問題

χ＝２ に適している。(答え) ２ｍ

５ 方程式の解 ２ ○いすどうしの横の間隔を２ｍにして合唱コ

を場面に戻し ンクールを行った場合に，運営上，問題点 ○方程式の解が問題に適し

て吟味した。 はないだろうか。 ているかを判断する力を

（全体） ・２ｍの間隔はさすがに広すぎる。 高めるために，求めた解

・縦に座席がどんどん伸びでしまい，ステー を現実の場面に戻して吟

ジから遠くなり，合唱が聴きにくい。 味させた。

６ 学習課題を 20 ソーシャルディスタンスや合唱の聴きやすさ，見やすさを意識した

つかんだ。 座席間隔を考えよう。

（グループ）

・列の数をもう少し増やしてみる。

・中央通路や実行委員席をなくして，列をさ ○方程式を活用して問題解

らに増やしてみる。 決するよさを味合わせる

・いすを市松模様のように並べてみる。 ため，いろいろと座席配

７ グループの ５ ○それぞれのグループで考えた座席配置をみ 置を工夫させた。

考えを共有し んなで共有し合おう。 ○自分たちの考えと他者の

た。 (全体) 考えを比較させるため，

８ 本時の振り ５ ○今日の授業で，どんな発見があった 全体共有した。

返りを行った。 か。今後に生かせそうなことはあったか。○論理的な表現力を高める

（ペア） ・方程式を使うと，未知数を簡単に，効率的 ため，問答ゲームの手法

↓ に求めることができる。 を取り入れた。

（全体） ・日常生活の問題では，その場面をよく考え ◎今後も問題課題の場面に

た上で，解を吟味しなければならない。 おいて，方程式を活用し

ようとしているか。

（態：ロイロ，発表）
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エ 既有の知識や経験から数学的な見方・考え方を引き出し，生徒の活用する力の育成の実現に

向けた指導の工夫

方程式を用いて課題解決に生かす【授業前半部分】

ICT機器を活用し，問題の場面を図形として捉えさせ，数量

の関係をはっきりさせることで，すべての生徒が方程式を立

式できることを目指した。また，方程式で考えることのよさ

を全体で確認することにより，今後も生活の中で未知数を求

める場面では，方程式を使って問題解決しようとする態度を

身に付けさせたいと考えた。さらに，導き出した解が本当に

適切かどうかを批判的に考えさせることを授業の中では重要なポイントに位置付けた。方程式の

解はあくまで数学的なモデルにおける数学的な処理の結果に過ぎず，これが必ず現実の問題の答

えになるとは限らない。そのため，実際の解が問題にあわない場面にふれ，その必要性をしっか

りと理解させることが大切であると考えた。

日常の事象の中で方程式を活用する【授業後半の場面】

「ソーシャルディスタンスや合唱の聴きやすさ，見やすさ

を意識した座席間隔を考えよう」と学習課題を設定し，グル

ープでの協働的な学習の中で，最適な座席配置を考えさせた

(図２)。付箋紙を座席に見立て，操作活動を取り入れながら，

座席配置の構想を行わせた。生徒たちは，方程式を活用して

問題題解決するプロセスや解決に向けての見通しについて，

既有の知識や経験と学んだことをつなげて考えていた。これ

らの学習の中で，身の回りの事象を多様な考え方で考察しよ

うとする態度や方程式を利用して筋道を立てて考える数学的

な問題解決能力を高めることを目指した。また，グループで

作成した座席配置をロイロノートで全体に共有させることで，

他者の考えのよさを受け入れたり，比較・検討させたりしな

がら，自分の考えを更によいものへと修正させ，単元末に行

うパフォーマンス課題につなげていくことができた。

図２ 座席配置図

学習の振り返り【授業終末】

授業の終末では，まず個人で振り返り

シートを書かせ（図３），その後，全体

で数名に発表をさせた。授業の中での発

見を基に，学習の振り返りをさせた。生

徒の感想の中には，方程式を活用して考

えることのよさや今後も方程式を活用し

て問題解決していこうとする態度の変容

が書かれてあった。

図３ 振り返りの記述

(3) 活用力を高めるパフォーマンス評価の実施

１年生方程式の単元終了時には，上記の授業の条件を更に詳しくしたパフォーマンス課題を課

し，達成状況を見取ることにした。生徒は，授業で学んだ経験や既習した知識や技能を使いなが

ら，まず各自の目的(コンセプト)を考え，その後レポートを作成していた（図４）。３観点を評
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価できるよう工夫し，特に「主体的に学習に取り組む態度」の観点では，「自己調整」の過程

を下記の①～③のように分類し，評価に生かしていくことにした。

①【見通し】解決の見通しを立てたり，手順を記述したりする。（レポートをかく前）

②【調整】①を調整しながら粘り強く取り組んだことを記述する。（レポートをかく途中）

③【振り返り】①②より，次につながるよう振り返りを記述する。（レポートをかいた後）

図４ 生徒が作成したパフォーマンス課題のレポート

(4) 生徒の学びの考察

ア 活用問題に向けて必要となる知識・技能のまとめ

図５は，「活用に向けたフォーマット」を

作成することが，活用問題やパフォーマン

ス課題を行う上で役立ったかについてのア

ンケート結果である。８割近くの生徒が役

立ったと答えている。このことから，既習

事項がどのような場面で役立つのかを記述，

説明する場を設定することで，数学と日常

との関連を理解することができると考えた。 図５ 生徒アンケート結果(対象1，2年生119人)

活用に向けたフォーマットを作成した生徒の反応（○役立った理由 ●役立たなかった理由）

○身に付けた知識・技能を日常の問題や活用問題で使いこなしたい気持ちが高くなった。

○考えの根拠を示すときに，数学用語を使ってより説得力のある説明が書けるようになった。

○解決の構想を練っていくとき，どのように筋道を立てるとよいかが一目で分かった。

○自分に何が身に付いたかが確認できたし，まとめることで新しい発見もあった。

●ノートには大切な要点や問題の解き方がかいてあるので，ノートの方が分かりやすい。

知識・技能の評価

解決に向け，どのよ

うな知識，技能が

役立ったか。また、

これまで既習した

知識，技能，経験，

方法知を使った場

合もかかせた。

思考･表現･判断の

評価

ルーブリックに基づ

き，スピーチとレポ

ートの記述につい

て，三段階で自己

評価させ，二元表に

○を付けさせた。

主体的に学習に取り組む態度の評価

「粘り強い取組」「自らの考えを調整」の２点について見取る。そのために，まずレポートをかかせる前に，

おおまかな解決の見通しを立てさせた。レポートを作成しながら，気付いたことや上手くいかないことな

ど，粘り強く取り組んだ結果や過程を振り返り，学びを調整したことをかかせた。
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イ 活用力を高めるパフォーマンス評価の実施

図６は，パフォーマンス課題を行うことでどのような力を身に付けることができたかについて

生徒アンケートの結果（対象１，２年生119人）である。次の三つの項目で考察した。

既習事項をどのように適用すればよいか構想を立て実践する力

レポートをかかせる前に，どのような構想でレポートを作成すれ

ばよいか，また，どのような知識・技能が使えそうかと見通しを立

てさせた。生徒は「活用に向けたフォーマット」を使いながら，身

に付けた知識・技能を新たな課題に活用し，構想を立て，評価改善

しながら記述・説明したり，学んだことを生かしたりできた。

解決した結果を振り返り，更に発展させて課題解決する力

どの単元のパフォーマンス課題でも，前半では，日常の事象を解

決する問題，後半では，解決したことを振り返り，新たな問いを生

み出し，発展的に解決していくような問題構成にしている。前半で

解決した考えを生かしたり，修正したりしながら，問題解決するこ

とで，活用することの有用性や必要性を実感できるようになった。

しかし，前半と関連付けて，発展的に後半を考えていくことにつま

ずきが見られる生徒がいた。

課題解決に向けて思考する過程で，自分の考えを説明する力

パフォーマンス評価は，レポートとスピーチの両方で評価して

いる。スピーチでは，レポートにかいてあることを数学用語を使

い，筋道を立て，根拠を明らかにしながら論理的に説明したり，

聞き手の立場に立ち，丁寧に分かりやすく説明したりすることが

できようになってきた。しかし，数学的表現が十分でない生徒が

いるため，その手立てを考えていく必要がある。

図６ 生徒アンケート結果

４ 成果と課題

研究の視点 成果と課題（○成果 ●課題）

⑴ 活用問題に向 ○授業の中で身に付けた考えがどのような場面で役立つのかをまとめるこ

けて必要とな とで，数学と日常生活との関連を理解することができた。

る知識・技能 ●身の回りの事象と数学との関連は理解できても，端的に表現し，まとめ

のまとめ ることが十分でない生徒がいた。

⑵ 活用力を高め ○考えを発展させたり，条件を変えたりする課題を設定することで，身に

パフォーマン 付けた力を生かし，試行錯誤しながら課題解決する生徒の姿が見られた。

ス課題の実施 ○主体的に学習に取り組む態度（自己調整）を三つの過程に分類したこと

で，よりよい解決に向けた考えの変容を見取ることができた。

●生徒の実態に応じた質の高いルーブリックの作成はどうあるべきか。
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